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１．調査の概要 

 

（１） 調査の目的 

学校のあり方に関わる町民等の意識を明らかにし，境町学校のあり方検討委員会において，

町内小中学校の適正規模・適正配置等検討の基礎資料とすることを目的に調査するものであ

る。 

 

（２） 調査対象 

⑴ 保護者   町立小・中学校に在籍している児童生徒の保護者 

⑵ 一般町民  20歳以上の町民（町立小中学校の保護者を除く）1,000件 

⑶ 教職員   町立小・中学校に勤務する常勤の教職員 

⑷ 児童生徒  町立小学校６年生の児童，町立中学校３年生の生徒 

 

（３） 実施方法 

⑴ 教職員，保護者及び児童生徒については各学校経由で配布 

※回収は各学校経由で学校教育課対応 

  ⑵ 一般町民については郵便による配布，回収（返信用封筒同封） 

 

（４） 調査期間  

  ⑴ 教職員，保護者 7 月 1日（木）～7月 14 日（水） 

  ⑵ 一般町民    7 月 12日（月）～7月 28 日（水） 

  ⑶ 児童生徒    今後，回答（10月中） 

 

（５） 調査票回収率 

 

対 象 対象者数 調査方法 回収率 

一般町民 
１，０００人 

（うち，３００人は未就学児保護者） 
郵送 ３１．２％（  ３１２人） 

保護者 １，８２６人 学校で配布 ※６４．１％（１，１７１人） 

教職員 １８１人 学校に配布 ９１．２％（  １６５人） 

児童生徒 ３８６人 Google フォーム － 

計 ３，００７人 － ５４．８％（１，６４８人） 

 

※兄弟姉妹が小学校または中学校に通っている場合は，一番上のお子さんを通じ，1部だけ提出い

ただいている為，回収率が低くなっている。 
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（６） 調査項目 

 

 設  問 保護者 一般町民 教職員等 児童生徒 

属

性 

性別 〇 〇 〇 〇 

年代 〇 〇 〇  

居住年数（教職員は勤続年数） 〇 〇 〇  

通学する学校（居住地小学校区） 〇 〇  〇 

勤務する学校種   〇  

将

来

像 

学

校

規

模 

望む子どもの将来像 〇 〇 〇  

学校の役割 〇 〇 〇  

学校の児童生徒数 〇 〇 〇  

望ましい１学級あたりの児童生徒数 
〇 〇 〇 〇 

その理由 

望ましい１学年あたりの学級数 
〇 〇 〇 〇 

その理由 

学

校

配

置

等 

実際の通学方法・時間    〇 

通学な可能な通学時間 〇 〇 〇  

統合等の対応策 〇 〇 〇  

統合の際、小中一貫校の可能性 〇 〇 〇  

統合等検討の際、重要視するもの 〇 〇 〇  

 

 

 

（７） 報告書の見方と留意点 

   ○この調査結果を読む際の留意点は，以下の通りである。 

   ・調査結果は，設問ごとに次の３つで構成する。 

    (1)全体（全ての回答の集計結果） 

    (2)属性別（保護者・一般町民・教職員） 

(3)学校規模別 

 

・本文中の「n」は，設問に対する回答者数である。 

   ・選択肢から複数回答する設問は，回答者数に加え選択された回答数の合計を「件数」で表し      

    ている。 Ex) n=○○○（複数回答）●●●件 

   ・集計結果を表すグラフでは，数値の小数点第2 位を四捨五入して表示しているため，表記 

    上，内訳数値の合計が 100％にならない場合がある。 
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○学校規模別集計について 

・学校規模別集計では，設問ごとに，属性別（保護者・一般町民）を規模別に集計。 

 

<学校規模別分類表>                 ※【 】内は，学級数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校種 分類 学校名（小学校区） 

小学校 

全学年又は半分以上の学年で

クラス替えができる規模 

境小【16】（境小学校区） 

長田小【10】（長田小学校区） 

単学級又はそれに準ずる規模 

猿島小【7】（猿島小学校区） 

森戸小【7】（森戸小学校区） 

静小【6】（静小学校区） 

中学校 
標準学級の規模 境一中【12】 

標準学級に満たない規模 境二中【6】 
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調査結果 
（全体・属性別集計） 
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１ あなたの性別について、当てはまる番号に○をつけてください。 

【全対象区分】（保：問１、一：問１、教：問１、児・生：問１） 

 ※「保」は保護者、「一」は一般町民、「教」は教職員、「児・生」は児童を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 あなたの年代について、当てはまる番号に○をつけてください。 

【保護者・一般町民・教職員】（保：問２、一：問２、教：問２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.6%

31.4%

39.3%

9.9%

6.4% 7.6%

0.8%

回答者の年齢（保護者・一般町民・教職員）

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

n=1,648

25.5%

73.7%

0.8%

回答者の性別（保護者・一般町民・教職員）

男性

女性

無回答

n=1,648

回答者の属性 
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３ あなたの現住所の居住年数（勤続年数）について、当てはまる番号に○をつけてください。 

 【保護者・一般町民・教職員】（保：問３、一：問３、教：問３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.5%

15.9%

27.1%

32.8%

0.7%

回答者の居住年数（保護者・一般町民）

5年未満

5～9年

10～19年

20年以上

無回答

n=1,483

27.3%

21.8%

14.5%

12.7%

23.0%

0.6%

回答者の勤続年数（教職員）

5年未満

5～9年

10～19年

20～29年

30年以上

無回答

n=165
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【全対象区分】（保：問４、一：問４、教：問４、児・生：問２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ お子さんが通学・通園している学校・園（お住まいの小学校区）（勤務する学校種）（通学

する学校）について、当てはまる番号に○をつけてください。 

321
190

152
133

67
292

184
12

41
63

9

境小学校
長田小学校
猿島小学校
森戸小学校
静小学校

境第一中学校
境第二中学校

幼稚園
保育園

こども園
無回答

0 50 100 150 200 250 300 350

通学通園している学校・園（保護者） n=1,171（複数回答）1,464件

120

70

48

43

28

3

境小学校区

長田小学校区

猿島小学校区

森戸小学校区

静小学校区

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140

お住まいの小学校区（一般町民） n=312

118

47

小学校

中学校

0 20 40 60 80 100 120 140

勤務している学校種（教職員） n=165
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【一般町民】（一：問５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.2%

80.4%

0.3%

未就学児をもつ保護者であるか（一般町民）

未就学児の保護者である

未就学児の保護者でない

無回答

n=312

５ あなたは未就学（小学校入学前）のお子さんをもつ保護者ですか。当てはまる番号に○を

つけてください。 
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【保護者・一般町民・教職員】（保：問５、一：問６、教：問５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,189 

214 

932 

273 

155 

504 

258 

116 

422 

688 

14 

他人を思いやることができるような人間

社会の役に立つことができるような人間

物事の善悪をしっかりと判断できるような人間

自分の夢を実現できるような人間

技術を身につけて希望の職業に就職できるような人間

健康で丈夫な人間

自分で新しい道を切り開いていけるような人間

国際社会の中で活躍できるような人間

自分の考えや思いを主張できるような人間

困難に負けず、たくましく生きる人間

無回答

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

子どもの将来像（保護者・一般町民・教職員） n=1,648（複数回答）4,765件

○全体としては，「他人を思いやることができるような人間」が最も多く，次いで「物事の善悪をし

っかりと判断できるような人間」，「困難に負けず，たくましく生きる人間」，「健康で丈夫な人

間」の順になっている。 

６ 将来、境町の子どもたちにどのような人間になってほしいと思いますか。優先度が高いと

思われるものを選んで番号に○をつけてください。（３つ以内） 

全  体 
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838 
130 

630 
207 

127 
366 

184 
77 

312 
505 

8 

他人を思いやることができるような人間

社会の役に立つことができるような人間

物事の善悪をしっかりと判断できるような人間

自分の夢を実現できるような人間

技術を身につけて希望の職業に就職できるような人間

健康で丈夫な人間

自分で新しい道を切り開いていけるような人間

国際社会の中で活躍できるような人間

自分の考えや思いを主張できるような人間

困難に負けず、たくましく生きる人間

無回答

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

子どもの将来像（保護者） n=1,171（複数回答）3,384件

231 
41 

206 
30 

19 
110 

43 
34 

81 
96 

6 

他人を思いやることができるような人間

社会の役に立つことができるような人間

物事の善悪をしっかりと判断できるような人間

自分の夢を実現できるような人間

技術を身につけて希望の職業に就職できるような人間

健康で丈夫な人間

自分で新しい道を切り開いていけるような人間

国際社会の中で活躍できるような人間

自分の考えや思いを主張できるような人間

困難に負けず、たくましく生きる人間

無回答

0 50 100 150 200 250

子どもの将来像（一般町民） n=312（複数回答）897件

120 
43 

96 
36 

9 
28 
31 

5 
29 

87 
0 

他人を思いやることができるような人間

社会の役に立つことができるような人間

物事の善悪をしっかりと判断できるような人間

自分の夢を実現できるような人間

技術を身につけて希望の職業に就職できるような人間

健康で丈夫な人間

自分で新しい道を切り開いていけるような人間

国際社会の中で活躍できるような人間

自分の考えや思いを主張できるような人間

困難に負けず、たくましく生きる人間

無回答

0 50 100 150

子どもの将来像（教職員） n=165（複数回答）484件

○全ての属性において，「他人を思いやることができるような人間」が最も多く，次いで「物事の善

悪をしっかりと判断できるような人間」となっているのは全体傾向と同様である。 

○3 番目に多い意見として，保護者と教職員において，「困難に負けず，たくましく生きる人間」が

多いが，一般町民においては，「健康で丈夫な人間」となっている。 

属 性 別 
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【保護者・一般町民・教職員】（保：問６、一：問７、教：問６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,092 

389 

620 

837 

973 

515 

19 

基礎的な知識、技能を身に付けるところ

豊かな個性を伸ばすところ

友人関係を豊かにするところ

社会性や規範意識を身に付けるところ

先生や友達、先輩・後輩関係の中で多様な人間関係を

学ぶところ

集団生活や部活動の中で心身を鍛えるところ

無回答

0 200 400 600 800 1,000 1,200

学校の役割（保護者・一般町民・教職員） n=1,648（複数回答）4,445件

○全体としては，「基礎的な知識，技能を身に付けるところ」が最も多く，次いで「先生や友達，先

輩・後輩関係の中で多様な人間関係を学ぶところ」，「社会性や規範意識を身に付けるところ」の

順になっている。 

７ 問○も踏まえ、子どもたちにとって、学校とはどのようなところであるべきと考えます

か。優先度が高いと思われるものを選んで番号に○をつけてください。（３つ以内） 

全  体 
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774 

262 

458 

574 

697 

383 

12 

基礎的な知識、技能を身に付けるところ

豊かな個性を伸ばすところ

友人関係を豊かにするところ

社会性や規範意識を身に付けるところ

先生や友達、先輩・後輩関係の中で多様な人間関係を学ぶところ

集団生活や部活動の中で心身を鍛えるところ

無回答

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

学校の役割（保護者） n=1,171（複数回答）3,160件

200 

85 

102 

139 

183 

99 

6 

基礎的な知識、技能を身に付けるところ

豊かな個性を伸ばすところ

友人関係を豊かにするところ

社会性や規範意識を身に付けるところ

先生や友達、先輩・後輩関係の中で多様な人間関係を学ぶところ

集団生活や部活動の中で心身を鍛えるところ

無回答

0 50 100 150 200 250

学校の役割（一般町民） n=312（複数回答）814件

118

42

60

124

93

33

1

基礎的な知識、技能を身に付けるところ

豊かな個性を伸ばすところ

友人関係を豊かにするところ

社会性や規範意識を身に付けるところ

先生や友達、先輩・後輩関係の中で多様な人間関係を学ぶところ

集団生活や部活動の中で心身を鍛えるところ

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140

学校の役割（教職員） n=165（複数回答）471件

○保護者と一般町民は，「基礎的な知識，技能を身に付けるところ」が最も多く，次いで「先生や友

達，先輩・後輩関係の中で多様な人間関係を学ぶところ」の順になっている。 

○教職員については，他の属性とは異なり，「社会性や規範意識を身に付けるところ」が最も多く，

次いで「基礎的な知識，技能を身に付けるところ」の順になっている。 

属 性 別 
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♦全校児童生徒数について【保護者・一般町民・教職員】（保：問７、一：問８、教：問７） 

♦1学級あたりの児童生徒数について【保護者・教職員】（保：問７、一：問８、教：問７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.1%

23.2%

52.2%

44.6%

6.4%

3.9%

5.6%

7.1%

7.7%

21.2%

全校児童数（小学校）

全校生徒数（中学校）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全校児童生徒数（保護者・一般町民・教職員）

もっと多いほうが良い ちょうど良い
もっと少ないほうが良い 分からない
無回答

n=1,648

【全校児童生徒数について】 

○小学校及び中学校ともに「ちょうど良い」が最も多くなっており，次いで「もっと多いほうが良

い」の順になっている。 

【1学級あたりの児童生徒数について】 

○小学校及び中学校ともに「ちょうど良い」が最も多くなっており，次いで「もっと少ない方が良

い」の順になっている。 

 

 

８ 現在、お子さんが通っている小・中学校（お住いの地区にある学校）（勤務する学校）の児

童数、生徒数について、どのように感じますか。小学校、中学校それぞれについて、当て

はまる番号に○をつけてください。（１つ） 

全  体 

7.7%

4.8%

55.6%

47.5%

23.4%

16.2%

3.1%

5.5%

10.2%

26.0%

【小学校】1学級の児童数

【中学校】1学級の生徒数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1学級あたりの児童生徒数（保護者・教職員）

もっと多いほうが良い ちょうど良い
もっと少ないほうが良い 分からない
無回答

n=1,648
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《小学校》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.7%

8.5%

60.6%

59.4%

5.5%

20.9%

3.8%

3.2%

6.3%

7.9%

【小学校】全校児童数

【小学校】1学級の児童数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全校児童数及び

1学級あたりの児童数（保護者）

もっと多いほうが良い ちょうど良い
もっと少ないほうが良い 分からない
無回答

n=1,171

51.9% 27.9%

3.8%

13.8%

2.6%

【小学校】全校児童数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全校児童数（一般町民）

もっと多いほうが良い ちょうど良い

もっと少ないほうが良い 分からない

無回答

n=312

19.5%

2.5%

52.5%

38.1%

24.6%

56.8%

1.7%

1.7%

1.7%

0.8%

【小学校】全校児童数

【小学校】1学級の児童数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全校児童数及び

1学級あたりの児童数（小学校教職員）

もっと多いほうが良い ちょうど良い
もっと少ないほうが良い 分からない
無回答

n=118

【全校児童数について（小学校）】 

○保護者及び教職員については，「ちょうど良い」が最も多く，次いで「もっと多い方が良い」とな

っている。 

○一般町民については，「もっと多い方が良い」が最も多く、次いで「ちょうど良い」の順となって

おり，他の属性とは異なっている。 

 

【1 学級あたりの児童数について（小学校）】 

○保護者については，「ちょうど良い」が最も多く，次いで「もっと少ない方が良い」の順となって

いる。 

○教職員については，「もっと少ない方が良い」が最も多く，学校経営においては，より少ない児童

数を希望していることが伺える。 

属 性 別 
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《中学校》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.0% 63.8%

46.8%

2.1%

53.2%

【中学校】全校生徒数

【中学校】1学級の生徒数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全校児童生徒数及び

1学級あたりの児童生徒数（中学校教職員）

もっと多いほうが良い ちょうど良い
もっと少ないほうが良い 分からない
無回答

n=47

19.0%

5.5%

50.8%

51.8%

4.1%

15.8%

6.1%

6.2%

20.1%

20.8%

【中学校】全校生徒数

【中学校】1学級の生徒数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全校生徒数及び

1学級あたりの生徒数（保護者）

もっと多いほうが良い ちょうど良い
もっと少ないほうが良い 分からない
無回答

n=1,171

45.8% 32.4%

3.8%

14.7%

3.2%

【中学校】全校生徒数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全校児童生徒数（一般町民）

もっと多いほうが良い ちょうど良い

もっと少ないほうが良い 分からない

無回答

n=312

【全校生徒数について（中学校）】 

○保護者及び教職員については，「ちょうど良い」が最も多く，次いで「もっと多い方が良い」とな

っている。 

○一般町民については，「もっと多い方が良い」が最も多く、次いで「ちょうど良い」の順となって

おり，他の属性とは異なっている。 

 

【1 学級あたりの生徒数について（中学校）】 

○保護者については，「ちょうど良い」が最も多く，次いで「もっと少ない方が良い」の順となって

いる。 

○教職員については，「もっと少ない方が良い」が最も多く，小学校と同様の傾向にある。 
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【全対象区分】（保：問８、一：問９、教：問８、児・生：問３） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3%

0.2%

17.0%

7.6%

55.2%

39.9%

18.0%

28.0%

2.4%

4.1%

1.8%

2.9%

5.2%

17.4%

【小学校】1学級の児童数

【中学校】1学級の生徒数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

望ましい児童生徒数

（保護者・一般町民・教職員）

10人以下 11～20人 21～30人 31～35人

36～40人 分からない 無回答

n=1,648

９ あなたが考える小・中学校の 1学級あたりの児童生徒数は何人程度が望ましいと思います

か。また、選んだ理由はどんなことからですか。小学校、中学校それぞれについて、当て

はまる番号に○をつけてください。（１つ） 

○全体としては，小学校及び

中学校ともに「21～30人」

が最も多く，次いで「31～

35人」，「11～20人」の順

となっている。 

○全体としては，小学校及

び中学校ともに「教員が

一人ひとりに目が届き，

きめ細やかな指導が受け

られる」が最も多く，次

いで「友達の考えに触れ

る機会や学び合いの機会

が得やすい」の順となっ

ている。 

全  体 

1,081 

277 

399 

592 

372 

109 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 200 400 600 800 1,000 1,200

【小学校】選んだ理由

（保護者・一般町民・教職員）
n=1,648（複数回答）2,830件

793

283

385

515

426

328

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 200 400 600 800 1000

【中学校】選んだ理由

（保護者・一般町民・教職員）
n=1,648（複数回答）2,730件
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0.3%

0.2%

17.2%

7.7%

56.4%

39.1%

18.0%

28.5%

2.1%

3.9%

1.5%

2.8%

4.5%

17.8%

【小学校】1学級の児童数

【中学校】1学級の生徒数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

望ましい児童生徒数（保護者）

10人以下 11～20人 21～30人 31～35人

36～40人 分からない 無回答

n=1,171

0.6%

0.3%

13.1%

9.3%

50.6%

42.0%

25.6%

34.3%

4.8%

6.7%

3.5%

4.2%

1.6%

3.2%

【小学校】1学級の児童数

【中学校】1学級の生徒数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

望ましい児童生徒数（一般町民）

10人以下 11～20人 21～30人 31～35人

36～40人 分からない 無回答

n=312

31.4%

4.3%

64.4%

72.3%

3.4%

23.4%

0.8%

【小学校】1学級の児童数

（小学校教員）

【中学校】1学級の生徒数

（中学校教員）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

望ましい児童生徒数（教職員）

10人以下 11～20人 21～30人 31～35人

36～40人 分からない 無回答

n=165

○全ての属性において，「21～30人」が最も多く，次いで「31～35人」の順となっているが，中学

校教員においては，「31～35 人」が 2 番目に多くなっている。 

属 性 別 
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《小学校》              《中学校》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

788

191

288

429

256

63

教員が一人ひとりに目が届き、き

め細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会

が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合

いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育

活動が経験できる

無回答

0 200 400 600 800 1000

【小学校】選んだ理由（保護者） n=1,171（複数回答）2,015件

176

46

82

111

90

16

教員が一人ひとりに目が届き、き

め細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会

が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合

いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育

活動が経験できる

無回答

0 50 100 150 200

【小学校】選んだ理由（一般町民） n=312（複数回答）521件

100

36

24

43

25

2

教員が一人ひとりに目が届き、き

め細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会

が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合

いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育

活動が経験できる

無回答

0 20 40 60 80 100 120

【小学校】選んだ理由（小学校教職員） n=118（複数回答）230件

572

194

261

363

296

238

教員が一人ひとりに目が届き、き

め細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会

が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合

いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育

活動が経験できる

無回答

0 200 400 600 800

【中学校】選んだ理由（保護者） n=1,171（複数回答）1,924件

151

53

98

112

105

21

教員が一人ひとりに目が届き、き

め細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会

が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合

いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育

活動が経験できる

無回答

0 50 100 150 200

【中学校】選んだ理由（一般町民） n=312（複数回答）540件

38

21

13

17

11

0

教員が一人ひとりに目が届き、きめ

細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が

増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合い

の機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活

動が経験できる

無回答

0 10 20 30 40

【中学校】選んだ理由（中学校教職員）
n=47（複数回答）100件

○小学校では，全ての属性において，「教員が一人ひとりに目が届き，きめ細かな指導が受けられ

る」が最も多く、次いで「友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい」の順となって

おり，全体集計と同様である。 

○中学校では，全ての属性において，「教員が一人ひとりに目が届き，きめ細かな指導が受けられ

る」が最も多くなっている。 
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【全対象区分】（保：問９、一：問 10、教：問９、児・生：問４～６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1%

82.3% 6.2%

3.5% 5.8%

【小学校】1学年あたり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学校】望ましい学級数

（保護者・一般町民・教職員）

1学級 2学級～3学級 4学級以上

分からない 無回答

n=1,648

0.2%

21.9% 55.5% 2.1%

3.0%

17.2%【中学校】1学年あたり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学校】望ましい学級数

（保護者・一般町民・教職員）

1学級 2学級～3学級 4学級～6学級

7学級以上 分からない 無回答

n=1,648

10 あなたが考える小・中学校の 1学年あたりの学級数は何学級程度が望ましいと思います

か。また、選んだ理由はどんなことからですか。小学校、中学校それぞれについて、当て

はまる番号に○をつけてください。（１つ） 

○全体としては，1学年当たりの望ましい学級数は，小学校で「2～3学級」，中学校で「4～6学

級」が最も多くなっている。これらは，国が示す標準学級数と同様である。 

○全体としては，小学校及

び中学校ともに「クラス

替えで人間関係に変化を

持たせ，友人がたくさん

できる」が最も多く，次

いで「社会性・協調性を

養う多様な考えに触れる

機会に恵まれる」の順に

なっている。 

317 
246 
221 

998 
644 

421 
152 

同じ児童と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 200 400 600 800 1,000 1,200

【小学校】選んだ理由

（保護者・一般町民・教職員）
n=1,648（複数回答）2,999件

200 

218 

197 

826 

578 

449 

489 

342 

同じ生徒と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

学校行事や部活などが活発化し、活気ある学校づくりができる

無回答

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

【中学校】選んだ理由

（保護者・一般町民・教職員）
n=1,648（複数回答）3,299件

全  体 
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《小学校》             《中学校》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5%

83.8% 5.3%

3.2% 5.2%

【小学校】1学年あたり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学校】望ましい学級数（保護者）

1学級 2学級～3学級 4学級以上

分からない 無回答

n=1,171

0.3%

22.4% 55.3% 0.8%

4.3%

17.1%【中学校】1学年あたり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学校】望ましい学級数（保護者）

1学級 2学級～3学級 4学級～6学級

7学級以上 分からない 無回答

n=1,171

1.3%

78.5% 10.9%

6.1%

3.2%【小学校】1学年あたり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学校】望ましい学級数（一般町民）

1学級 2学級～3学級 4学級以上

分からない 無回答

n=312

0.3%

26.0% 61.5%

7.1%

5.1%【中学校】1学年あたり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学校】望ましい学級数（一般町民）

1学級 2学級～3学級 4学級～6学級

7学級以上 分からない 無回答

n=312

1.7%

96.6% 0.8%

0.8%

【小学校】1学年あたり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学校教員】望ましい学級数（教職員）

1学級 2学級～3学級 4学級以上

分からない 無回答

n=118

21.3% 72.3% 6.4%【中学校】1学年あたり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【中学校教員】望ましい学級数（教職員）

1学級 2学級～3学級 4学級～6学級

7学級以上 分からない 無回答

n=47

○全ての属性において，小学校で「2～3学級」，中学校で「4～6学級」が最も多く，全体と同様で

ある。中学校においては，「2～3 学級」が望ましいと回答した割合が各属性において 2割程度で

あることも確認できる。 

属 性 別 
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《小学校》             《中学校》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

240

167

163

725

450

305

96

同じ児童と過ごすことができ、人間関係

が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年

を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、

友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れ

る機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が

経験できる

無回答

0 200 400 600 800

【小学校】選んだ理由（保護者） n=1,171（複数回答）2,146件

65

57

43

167

110

67

30

同じ児童と過ごすことができ、人間関係

が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年

を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、

友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れ

る機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が

経験できる

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

【小学校】選んだ理由（一般町民） n=312（複数回答）539件

8

15

11

95

71

42

1

同じ児童と過ごすことができ、人間関係

が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年

を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、

友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れ

る機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が

経験できる

無回答

0 20 40 60 80 100

【小学校】選んだ理由（小学校教員）
n=118（複数回答）243件

144

143

144

596

419

326

357

244

同じ生徒と過ごすことができ、人間関係が安定す

る

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた

友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がた

くさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に

恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験でき

る

学校行事や部活などが活発化し、活気ある学校づ

くりができる

無回答

0 200 400 600 800

【中学校】選んだ理由（保護者） n=1,171（複数回答）2,373件

50

54

46

158

110

80

94

30

同じ生徒と過ごすことができ、人間関係が安定す

る

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた

友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がた

くさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に

恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験でき

る

学校行事や部活などが活発化し、活気ある学校づ

くりができる

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

【中学校】選んだ理由（一般町民）
n=312（複数回答）622件

3

17

3

33

22

26

18

0

同じ生徒と過ごすことができ、人間関係が安定す

る

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた

友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がた

くさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に

恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験でき

る

学校行事や部活などが活発化し、活気ある学校づ

くりができる

無回答

0 5 10 15 20 25 30 35

【中学校】選んだ理由（中学校教員）
n=47（複数回答）122件

○小学校及び中学校ともに，全ての属性において，「クラス替えで人間関係に変化を持たせ，友人が

たくさんできる」が最も多く，次いで「社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれ

る」，「学校行事や部活などが活発化し，活気ある学校づくりができる」の順となっており，全体

と同様である。 
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【全対象区分】（保：問 10、一：問 11、教：問 10、児・生：問７～９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.8%

9.4%

59.6%

48.7%

15.9%

18.0%

3.8%

6.7%

0.1%

0.7%

1.0%

6.2%

16.1%

小学校

中学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通学可能時間

（保護者・一般町民・教職員）

15分以内 30分以内 45分以内 60分以内 60分超 分からない 無回答

n=1,648

11 あなたが考える小・中学校の通学時間は、どの程度の時間までが小学校、中学校それぞれ

について、当てはまる番号に○をつけてください。（１つ） 

○全体としては，小学校及び中学校ともに「30分以内」が最も多く，次いで「45分以内」，「15分以

内」の順となっている。 

全  体 
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15.0%

11.7%

62.2%

52.2%

13.1%

14.8%

3.6%

4.4%

0.4%

0.8%

5.7%

16.1%

小学校

中学校

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通学可能時間（保護者）

15分以内 30分以内 45分以内

60分以内 60分超 分からない

無回答

n=1,171

13.8%

4.2%

52.2%

42.3%

24.0%

31.7%

4.8%

16.0%

1.6%

1.9%

3.5%

3.8%

小学校

中学校

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通学可能時間（一般町民）

15分以内 30分以内 45分以内

60分以内 60分超 分からない

無回答

n=312

5.9%

6.4%

65.3%

70.2%

25.4%

14.9%

2.5%

6.4%

2.1%

0.8%

小学校【小学校教員】

中学校【中学校教員】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学校】通学可能時間（教職員）

15分以内 30分以内 45分以内

60分以内 60分超 分からない

無回答

n=165

○全ての属性において，「30分以内」が最も多く，全体と同様である。 

○一般町民，教職員について，小中学校ともに「45 分以内」が 2番目に多いが，保護者では，小学

校で「15分以内」，中学校で「45分以内」が 2番目に多くなっている。 

属 性 別 
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【保護者・一般町民・教職員】（保：問 11、一：問 12、教：問 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《回答項目》 

1 児童生徒数や学級数について学校間で差が生じても、現在の学校数を維持する。 

2 学校を統合し、適正な児童生徒数を確保する。 

3 通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整      

できない場合は、学校の統合もやむを得ない。 

4  通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整   

できない場合であっても、学校の統合は行わない。 

5  その他 

6  無回答 

12 小・中学校の小規模化への対応として、子どもたちの学習環境を整えるため学校の統合を

進めている自治体があります。境町において、小・中学校の小規模化が進んだ場合、どの

方法が適当だと思いますか。当てはまる番号に○をつけてください。（１つ） 

○全体としては，「通学区域を見直して，適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生

徒数を調整できない場合は，学校の統合もやむを得ない」が最も多く，次いで「児童生徒数や学

級数について学校間で差が生じても，現在の学校数を維持する」，「学校を統合し，適正な児童生

徒数を確保する」の順になっている。 

○全体の約６割が「学校の統合・統合もやむを得ない」としているが，約３，４割が「学校の維

持・統合は行わない」としている。 

全  体 

27.1%

18.1%42.1%

9.0%

1.3% 2.3%

統合の対応策（保護者・一般町民・教職員）

1 2 3

4 5 6

n=1,648
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《回答項目》 

1 児童生徒数や学級数について学校間で差が生じても、現在の学校数を維持する。 

2 学校を統合し、適正な児童生徒数を確保する。 

3 通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整      

できない場合は、学校の統合もやむを得ない。 

4  通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整   

できない場合であっても、学校の統合は行わない。 

5  その他 

6  無回答 

○全ての属性について，「通学区域を見直して，適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の

児童生徒数を調整できない場合は，学校の統合もやむを得ない。」が最も多く，次いで「児童生徒

数や学級数について学校間で差が生じても，現在の学校数を維持する」，「学校を統合し，適正な

児童生徒数を確保する」の順になっており，全体と同様である。 

 

属 性 別 

29.3%

18.2%
41.5%

8.3%

1.2% 1.5%

統合の対応策（保護者）

1

2

3

4

5

6

n=1,171

18.6%

17.6%

42.6%

12.5%

2.6% 6.1%

統合の対応策（一般町民）

1

2

3

4

5

6

n=312

27.3%

18.8%
45.5%

7.9% 0.6%

統合の対応策（教職員）

1

2

3

4

5

6

n=165
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【保護者・一般町民・教職員】（保：問 12、一：問 13、教：問 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.2%

31.1%
33.5%

11.7%

2.1%
0.3%

小中一貫校の可能性（保護者・一般町民・教職員）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=993

13 問○で「(2)」または「(3)」を選択した方に伺います。 

  学校を統合した場合、小学校と中学校で行われている教育の課程を調整し、一貫性を持た

せた体系的な学校制度である「小中一貫校」になる可能性について、どのように考えます

か。当てはまる番号に○をつけてください。（１つ） 

○全体としては，「賛成」，「どちらかというと賛成」を合わせた約 5割が統合した場合の小中一貫校

の可能性について，賛成と回答している。次いで，「どちらでも良い」が約 3割を占めており，約

1割は反対と回答している。 

全  体 
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20.0%

30.6%
35.3%

11.7%

2.0% 0.3%

小中一貫校の可能性（保護者）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=699

16.0%

28.3%

34.9%

17.0%

3.8%

小中一貫校の可能性（教職員）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=106

28.7%

34.6%

26.1%

8.5%

1.6% 0.5%

小中一貫校の可能性（一般町民）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=188

○統合した場合の小中一貫校の可能性について，賛成と回答したのは，保護者については約５割，

一般町民については，約６割を占め，教職員は約 4割が「賛成」の割合を占めている。また，全

ての属性において，約２割～３割が「どちらでもよい」の割合を占めており，約 1割～2割が

「反対」を占めている。 

属 性 別 



- 28 - 

 

 

 

 

【保護者・一般町民・教職員】（保：問 13、一：問 14、教：問 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

863 

455 

533 

1,023 

372 

435 

183 

134 

46 

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるも

の）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の

施設の利用方法

無回答

0 200 400 600 800 1,000 1,200

統合等で重要視するもの（保護者・一般町民・教職員） n=1,648（複数回答）4,044件

14 今後、通学区域の見直しや学校の統合を検討する場合、どのようなことが重要だと思いま

すか。当てはまる番号に○をつけてください。（３つ以内） 

○全体としては，「児童生徒の通学距離や通学手段の確保」が最も多く，次いで「教育に望ましい学

級数や学校規模」，「施設面で子どもの学習環境を良くすること」の順になっている。 

全  体 
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616

326

389

755

262

281

96

91

29

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるもの）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の施設の利用方法

無回答

0 100 200 300 400 500 600 700 800

統合等で重要視するもの（保護者） n=1.171（複数回答）2,845件

140

91

77

191

85

87

60

34

12

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるもの）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の施設の利用方法

無回答

0 50 100 150 200 250

統合等で重要視するもの（一般町民） n=312（複数回答）777件

107

38

67

77

25

67

27

9

5

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるもの）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の施設の利用方法

無回答

0 20 40 60 80 100 120

統合等で重要視するもの（教職員） n=165（複数回答）422件

○保護者及び一般町民において，「児童生徒の通学距離や通学手段の確保」が最も多く，次いで「教

育に望ましい学級数や学校規模」の順になっており，全体と同様であるが，教職員は異なる傾向

が見られる。 

○教職員については，「教育に望ましい学級数や学校規模」が最も多く，次いで「児童生徒の通学距

離や通学手段の確保」の順になっている。 

属 性 別 
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【全対象区分】（保：問 14、一：問 15、教：問 14、児・生：問 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 境町の今後の学校のあり方について、ご提案やご意見等がありましたら自由にご記入くだ

さい。 
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調査結果 
（学校規模別集計） 
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○学校規模別集計の見方と留意点 

・学校規模別集計では，設問ごとに，属性別（保護者・一般町民）を規模別に集計 

（分類は以下のとおり） 

 

<学校規模別分類表>                 ※【 】内は，学級数 

 

 

 

・本文中の「n」は，設問に対する回答者数である。 

・選択肢から複数回答する設問は，回答者数に加え選択された回答数の合計を「件数」で表し      

 ている。 Ex) n=○○○（複数回答）●●●件 

・集計結果を表すグラフでは，数値の小数点第2 位を四捨五入して表示しているため，表記 

 上，内訳数値の合計が 100％にならない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校種 分類 学校名（小学校区） 

小学校 

全学年又は半分以上の学年で

クラス替えができる規模 

境小【16】（境小学校区） 

長田小【10】（長田小学校区） 

単学級又はそれに準ずる規模 

猿島小【7】（猿島小学校区） 

森戸小【7】（森戸小学校区）， 

静小【6】（静小学校区） 

中学校 
標準学級の規模 境一中【12】 

標準学級に満たない規模 境二中【6】 
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８ 現在、お子さんが通っている小・中学校（お住いの地区にある学校）（勤務する学校）の児

童数、生徒数について、どのように感じますか。小学校、中学校それぞれについて、当て

はまる番号に○をつけてください。（１つ） 

9.7%

45.0%

74.2%

49.7%

10.4%

1.7%
4.6%

3.0%

0.9%

0.7%

境小・長田小

猿島小・森戸小・静小

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者（小学校）全校児童数について

もっと多いほうが良い ちょうど良い

もっと少ないほうが良い 分からない

無回答

43.2%

66.4%

36.8%

14.3%

4.2%

2.5%

13.2%

14.3%

2.6%

2.5%

境・長田

猿島・森戸・静

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般町民（小学校）全校児童数について

もっと多いほうが良い ちょうど良い

もっと少ないほうが良い 分からない

無回答

【小学校】全校児童数について 



- 34 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8%

18.1%

58.9%

65.1%

30.2%

12.8%

3.7%

2.3%

4.4%

1.7%

境小・長田小

猿島小・森戸小・静小

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者（小学校）1学級あたりの児童数について

もっと多いほうが良い ちょうど良い

もっと少ないほうが良い 分からない

無回答

【小学校】1 学級あたりの児童数について 



- 35 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1%

43.5%

79.6%

55.4%

5.1%

4.0%

1.2%

2.2%

境一中

境二中

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者（中学校）全校生徒数について

もっと多いほうが良い ちょうど良い

もっと少ないほうが良い 分からない

無回答

40.4%

59.3%

39.0%

17.6%

4.1%

2.2%

12.8%

18.7%

3.7%

2.2%

一中学区

二中学区

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般町民（中学校）全校生徒数について

もっと多いほうが良い ちょうど良い

もっと少ないほうが良い 分からない

無回答

【中学校】全校生徒数について 



- 36 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.8%

10.1%

73.4%

63.1%

19.0%

25.6%

3.6%

1.2%

2.2%

一中

二中

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者（中学校）1学級あたりの生徒数について

もっと多いほうが良い ちょうど良い

もっと少ないほうが良い 分からない

無回答

【中学校】1 学級あたりの生徒数 



- 37 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ あなたが考える小・中学校の 1学級あたりの児童生徒数は何人程度が望ましいと思います

か。また、選んだ理由はどんなことからですか。小学校、中学校それぞれについて、当て

はまる番号に○をつけてください。（１つ） 

0.5%16.0%

24.5%

63.8%

57.7%

15.3%

14.4%

2.3%

1.3%

0.9%

1.0%

1.2%

1.0%

境小・長田小

猿島小・森戸小・静小

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者（小学校）1学級あたりの望ましい児童数について

10人以下 11～20人 21人～30人 31人～35人

36人～40人 分からない 無回答

296 

72 

110 

176 

93 

10 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 50 100 150 200 250 300 350

【小学校】選んだ理由（保護者 境小・長田小） n=431（複数回答）757件

216 

66 

79 

125 

66 

4 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 50 100 150 200 250

【小学校】選んだ理由

（保護者 猿島小・森戸小・静小）
n=298（複数回答）556件

【小学校】1 学級あたりの望ましい児童数（保護者） 



- 38 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1%
10.5%

17.6%

50.5%

50.4%

27.4%

22.7%

5.8%

3.4%

4.2%

2.5%

0.5%

3.4%

境・長田

猿島・森戸・静

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般町民（小学校）1学級あたりの望ましい児童数について

10人以下 11～20人 21人～30人 31人～35人

36人～40人 分からない 無回答

109 

31 

50 

71 

50 

10 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 20 40 60 80 100 120

【小学校】選んだ理由（一般町民 境・長田） n=190（複数回答）321件

65 

15 

30 

39 

40 

6 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70

【小学校】選んだ理由

（保護者 猿島・森戸・静）
n=119（複数回答）195件

【小学校】1 学級あたりの望ましい児童数（一般町民） 



- 39 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6%

7.7%

8.9%

45.3%

42.9%

37.2%

39.3%

5.1%

7.7%

2.9%

0.6%

1.8%境一中

境二中

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者（中学校）1学級あたりの望ましい生徒数について

10人以下 11～20人 21人～30人 31人～35人

36人～40人 分からない 無回答

147 

56 

74 

98 

81 

9 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140 160

【中学校】選んだ理由（保護者 境一中） n=274（複数回答）465件

114 

33 

49 

58 

52 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 20 40 60 80 100 120

【中学校】選んだ理由（保護者 境二中） n=168（複数回答）306件

【中学校】1 学級あたりの望ましい生徒数（保護者） 



- 40 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5%
9.5%

9.2%

37.4%

48.7%

36.3%

31.1%

8.9%

3.4%

4.2%

4.2%

3.2%

3.4%

境・長田

猿島・森戸・静

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般町民（中学校）1学級あたりの望ましい生徒数について

10人以下 11～20人 21人～30人 31人～35人

36人～40人 分からない 無回答

96 

36 

56 

70 

63 

13 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 20 40 60 80 100 120

【中学校】選んだ理由（一般町民 境・長田） n=190（複数回答）334件

52 

17 

41 

41 

42 

8 

教員が一人ひとりに目が届き、きめ細かな指導が受けられる

学校生活で主体的に活動する機会が増える

児童の人間関係が深まりやすい

友達の考えに触れる機会や学び合いの機会が得やすい

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 10 20 30 40 50 60

【中学校】選んだ理由

（一般町民 猿島・森戸・静）
n=119（複数回答）201件

【中学校】1 学級あたりの望ましい生徒数（一般町民） 



- 41 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 あなたが考える小・中学校の 1学年あたりの学級数は何学級程度が望ましいと思います

か。また、選んだ理由はどんなことからですか。小学校、中学校それぞれについて、当て

はまる番号に○をつけてください。（１つ） 

0.9%

6.0%

87.7%

89.6%

6.3%

1.3%

3.9%

1.7%

1.2%

1.3%

境小・長田小

猿島小・森戸小・静小

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（保護者）1学年あたりの望ましい学級数について

1学級 2学級～3学級 4学級以上 分からない 無回答

96 

77 

56 

274 

186 

88 

25 

同じ児童と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 50 100 150 200 250 300

【小学校】選んだ理由（保護者 境小・長田小） n=431（複数回答）802件

75 

44 

47 

200 

117 

89 

8 

同じ児童と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 50 100 150 200 250

【小学校】選んだ理由

（保護者 猿島小・森戸小・静小）
n=298（複数回答）580件

【小学校】1 学年あたりの望ましい学級数（保護者） 



- 42 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1%

1.7%

78.4%

79.0%

10.5%

11.8%

7.4%

3.4%

2.6%

4.2%

境・長田

猿島・森戸・静

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（一般町民）1学年あたりの望ましい学級数について

1学級 2学級～3学級 4学級以上 分からない 無回答

41 

40 

25 

103 

65 

37 

20 

同じ児童と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 20 40 60 80 100 120

【小学校】選んだ理由（一般町民 境・長田） n=190（複数回答）331件

21 

17 

18 

63 

44 

30 

10 

同じ児童と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70

【小学校】選んだ理由

（一般町民 猿島・森戸・静）
n=119（複数回答）203件

【小学校】1 学年あたりの望ましい学級数（一般町民） 



- 43 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6%

14.2%

55.4%

78.5%

41.1%

1.5%

0.6%

4.7%

2.4%

1.1%
境一中

境二中

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（保護者）1学年あたりの望ましい学級数について

1学級 2学級～3学級 4学級～6学級 7学級以上 分からない 無回答

36 

41 

26 

156 

118 

107 

104 

13 

同じ生徒と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

学校行事や部活などが活発化し、活気ある学校づくりができる

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

【中学校】選んだ理由（保護者 境一中） n=274（複数回答）601件

30 

28 

38 

112 

60 

60 

63 

3 

同じ生徒と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

学校行事や部活などが活発化し、活気ある学校づくりができる

無回答

0 20 40 60 80 100 120

【中学校】選んだ理由（保護者 境二中） n=168（複数回答）394件

【中学校】1 学年あたりの望ましい学級数（保護者） 



- 44 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

35 

30 

96 

73 

48 

48 

21 

同じ生徒と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

学校行事や部活などが活発化し、活気ある学校づくりができる

無回答

0 20 40 60 80 100 120

【中学校】選んだ理由（保護者 境・長田） n=190（複数回答）386件

13 
19 

16 
61 

35 
32 

46 
9 

同じ生徒と過ごすことができ、人間関係が安定する

学校行事で出場や発表の機会に恵まれる

異学年と接する機会や交流があり、学年を超えた友だちができやすい

クラス替えで人間関係に変化を持たせ、友人がたくさんできる

社会性・協調性を養う多様な考えに触れる機会に恵まれる

学校の行事等活気ある集団的教育活動が経験できる

学校行事や部活などが活発化し、活気ある学校づくりができる

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70

【中学校】選んだ理由

（保護者 猿島・森戸・静）
n=119（複数回答）231件

【中学校】1 学年あたりの望ましい学級数（一般町民） 

0.5%

18.9%

37.0%

66.8%

52.9%

8.9%

4.2%

4.7%

5.9%

境・長田

猿島・森戸・静

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（一般町民）1学年あたりの望ましい学級数について

1学級 2学級～3学級 4学級～6学級 7学級以上 分からない 無回答



- 45 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 あなたが考える小・中学校の通学時間は、どの程度の時間までが小学校、中学校それぞれ

について、当てはまる番号に○をつけてください。（１つ） 

18.8%

12.1%

65.0%

65.4%

11.4%

15.4%

2.8%

5.4%

0.2%

0.3%

1.9%

1.3%

境小・長田小

猿島小・森戸小・静小

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（保護者）通学可能時間について

15分以内 30分以内 45分以内 60分以内

60分超 分からない 無回答

16.8%

8.4%

51.6%

52.9%

23.2%

26.1%

4.7%

5.0%

0.5%

3.4%

3.2%

4.2%

境・長田

猿島・森戸・静

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（一般町民）通学可能時間について

15分以内 30分以内 45分以内 60分以内

60分超 分からない 無回答

【小学校】通学可能時間 



- 46 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.0%

16.7%

63.5%

61.9%

14.6%

17.3%

4.4%

2.4%

1.1%

0.6%

1.5%

1.2%

境一中

境二中

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（保護者）通学可能時間について

15分以内 30分以内 45分以内 60分以内

60分超 分からない 無回答

4.7%

3.4%

41.1%

42.9%

32.6%

31.1%

16.8%

15.1%

1.1%

3.4%

3.7%

4.2%

境・長田

猿島・森戸・静

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（一般町民）通学可能時間について

15分以内 30分以内 45分以内 60分以内

60分超 分からない 無回答

【中学校】通学可能時間 
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《回答項目》 

1 児童生徒数や学級数について学校間で差が生じても、現在の学校数を維持する。 

2 学校を統合し、適正な児童生徒数を確保する。 

3 通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整      

できない場合は、学校の統合もやむを得ない。 

4  通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整   

できない場合であっても、学校の統合は行わない。 

5  その他 

6  無回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 小・中学校の小規模化への対応として、子どもたちの学習環境を整えるため学校の統合を

進めている自治体があります。境町において、小・中学校の小規模化が進んだ場合、どの

方法が適当だと思いますか。当てはまる番号に○をつけてください。（１つ） 

【保護者】統合の対応策 

29.7%

16.7%
41.3%

9.0%

1.2% 2.1%

統合の対応策（境小・長田小）

1 2

3 4

5 6

n=431

31.9%

19.1%

39.6%

7.7% 1.0% 0.7%

統合の対応策（猿島小・森戸小・静小）

1 2

3 4

5 6

n=298
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《回答項目》 

1 児童生徒数や学級数について学校間で差が生じても、現在の学校数を維持する。 

2 学校を統合し、適正な児童生徒数を確保する。 

3 通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整      

できない場合は、学校の統合もやむを得ない。 

4  通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整   

できない場合であっても、学校の統合は行わない。 

5  その他 

6  無回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.3%

19.0%46.0%

6.2%
0.7%

1.8%
統合の対応策（境一中）

1 2

3 4

5 6

n=274

28.6%

19.0%
38.1%

10.7%

2.4%
1.2%

統合の対応策（境二中）

1 2

3 4

5 6

n=168
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《回答項目》 

1 児童生徒数や学級数について学校間で差が生じても、現在の学校数を維持する。 

2 学校を統合し、適正な児童生徒数を確保する。 

3 通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整      

できない場合は、学校の統合もやむを得ない。 

4  通学区域を見直して、適正な児童生徒数を確保する。見直しても学校間の児童生徒数を調整   

できない場合であっても、学校の統合は行わない。 

5  その他 

6  無回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般町民】統合の対応策 

19.5%

17.9%

40.5%

13.2%

2.1% 6.8%

統合の対応策（境・長田）

1 2

3 4

5 6

n=190

16.0%

17.6%

47.1%

10.9%

3.4%
5.0%

統合の対応策（猿島・森戸・静）

1 2

3 4

5 6

n=119



- 50 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 問○で「(2)」または「(3)」を選択した方に伺います。 

  学校を統合した場合、小学校と中学校で行われている教育の課程を調整し、一貫性を持た

せた体系的な学校制度である「小中一貫校」になる可能性について、どのように考えます

か。当てはまる番号に○をつけてください。（１つ） 

17.2%

32.8%35.2%

11.6%

2.8% 0.4%

小中一貫校の可能性（境小・長田小）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=250

22.9%

29.1%
32.0%

14.9%

1.1%

小中一貫校の可能性（猿島小・森戸小・静小）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=175

26.0%

29.2%

33.3%

9.4%

2.1%

小中一貫校の可能性（境二中）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=96

【保護者】小中一貫の可能性 

18.0%

29.8%39.9%

10.1%
1.7% 0.6%

小中一貫校の可能性（境一中）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=96
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23.4%

36.0%

28.8%

9.9%

1.8%

小中一貫校の可能性（境・長田）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=111

36.4%

32.5%

22.1%

6.5%

1.3% 1.3%

小中一貫校の可能性（猿島・森戸・静）

賛成

どちらかというと賛成

どちらでも良い

どちらかというと反対

反対

無回答

n=77

【一般町民】小中一貫の可能性 
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231 

128 

163 

255 

84 

108 

39 

26 

14 

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるも

の）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の

施設の利用方法

無回答

0 50 100 150 200 250 300

統合等で重要視するもの（境小・長田小） n=431（複数回答）1,048件

168 

83 

97 

204 

71 

77 

17 

16 

4 

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるも

の）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の

施設の利用方法

無回答

0 50 100 150 200 250

統合等で重要視するもの（猿島小・森戸小・静小） n=298（複数回答）737件

【保護者】統合の際に重要視するもの 

14 今後、通学区域の見直しや学校の統合を検討する場合、どのようなことが重要だと思いま

すか。当てはまる番号に○をつけてください。（３つ以内） 
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123 

71 

84 

177 

55 

61 

28 

36 

4 

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるも

の）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の

施設の利用方法

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

統合等で重要視するもの（境一中） n=274（複数回答）639件

94 

44 

45 

119 

52 

35 

12 

13 

7 

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるも

の）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の

施設の利用方法

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140

統合等で重要視するもの（境二中） n=168（複数回答）421件
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88 

59 

42 

118 

49 

59 

36 

23 

7 

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるも

の）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の

施設の利用方法

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140

統合等で重要視するもの（境・長田） n=190（複数回答）481件

52 

31 

34 

72 

34 

27 

23 

11 

5 

教育に望ましい学級数や学校規模

複式学級（２つ以上の学年がまとまって１つの学級になるも

の）をつくらないこと

施設面で子どもの学習環境を良くすること

児童生徒の通学距離や通学手段の確保

同じ地区の区域で、通学区域が分かれないように配慮

保護者の理解

地域住民の理解

校区等の変更により、現在の学校施設が不要となった場合の施

設の利用方法

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80

統合等で重要視するもの（猿島・森戸・静） n=119（複数回答）289件

【一般町民】統合の際に重要視するもの 


